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わたしたちのねがい
美しい自然につつまれた雪のまち湯沢
清らかな愛情あふれるまち
すこやかな活力みなぎるまち
さわやかな誰もが訪れたいまち
みんなで力をあわせ
豊かで明るく住みよい
文化の香り高いまちをつくりましょう

湯
沢
町
町
民
憲
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平成１９年４月８日

記
録
的
暖
冬
と
言
わ
れ
た
今
年
の
冬
。で
は
実
際
ど
の
位
、

暖
か
だ
っ
た
の
か
を
、気
温
の
推
移
で
検
証
し
て
み
ま
し
た
。

結
果
は
、
下
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。期
間
を
通
し
て
、

ほ
と
ん
ど
平
年
値
を
上
回
る
気
温
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
特
に
一
年
で
一
番
寒
い
は
ず
の
「
大
寒
」
か
ら
「
立

春
」ま
で
の
、１
月
下
旬
か
ら
２
月
上
旬
が
暖
か
く
な
り
ま

し
た
。こ
の
期
間
、
３
月
中
旬
並
み
の
気
温
が
６
日
程
度
も

連
続
し
ま
し
た
。
比
較
的
気
温
が
平
年
並
み
ま
で
下
が
っ
て

い
た
年
末
か
ら
１
月
中
旬
こ
ろ
ま
で
の
積
雪
が
、
こ
の
暖
か

さ
で
か
な
り
減
っ
て
し
ま
い
、雪
の
イ
ベ
ン
ト
に
大
き
な
影
響

を
与
え
ま
し
た
。

そ
し
て
そ
の
後
も
、気
温
は
平
年
値
を
下
回
る
こ
と
が
ほ

と
ん
ど
な
く
、
そ
の
ま
ま
３
月
を
迎
え
ま
し
た
。３
月
４
日

と
５
日
に
は
、平
年
を　

度
も
上
回
る
暖
か
さ
と
な
り
、本

１０

当
に
「
こ
の
ま
ま
春
に
な
る
も
の
」
と
、
思
っ
た
方
が
多
か
っ

た
よ
う
で
す
。

し
か
し
、そ
の
後
は
強
い
寒
気
が
今
更
な
が
ら
と
南
下
し

て
、
一
気
に
寒
く
な
り
ま
し
た
。
グ
ラ
フ
を
み
て
わ
か
る
よ

う
に
、３
月　

日
ご
ろ
か
ら
は
、一
週
間
以
上
も
平
年
を
下

１０

回
る
気
温
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
冬
の
気
温
の
底
は
、
３
月

中
旬
に
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

実
際
、「
も
し
か
す
る
と
こ
の
冬
は
な
い
の
で
は
」
と
、
思

わ
れ
た「
真
冬
日
」も
、初
め
て
３
月　

日
に
記
録
し
、　

日

１２

１８

は
２
日
目
の
真
冬
日
と
な
り
ま
し
た
。そ
し
て
積
雪
は
、
３

月　

日
に
湯
沢
町
役
場
の
観
測
で
今
冬
最
大
と
な
る
、　

１３

６０

�
に
な
り
ま
し
た
。一
度
融
雪
し
た
後
で
、
最
大
の
積
雪
を

記
録
す
る
と
い
う
極
め
て
珍
し
い
現
象
で
、
こ
の
冬
の
異
常

さ
を
物
語
っ
て
も
い
ま
す
。
次
の
冬
は
、い
い
意
味
で
穏
便
な

冬
と
な
る
よ
う
願
う
ば
か
り
で
す
。

（
文
中
の
デ
ー
タ
は
、気
象
庁
の
ア
メ
ダ
ス
観
測
値
で
す
。）

３
月　

日
、
こ
の
冬
の
最
高
積
雪　
�

１３

６０

を
観
測
し
ま
し
た
。

〜
記
録
的
暖
冬
と
言
わ
れ
ま
し
た
〜

今今
冬
の
気
温
を
検
証
す
る

冬
の
気
温
を
検
証
す
る
とと
・・・・

１２ ℃

８ ℃

４ ℃

０ ℃

－４ ℃
１２月１５日 １月１日 １月１５日 ２月１日 ２月１５日 ３月１日 ３月１５日

今冬の気温の推移と平年値

今冬の気温(一日の平均気温）

平年値
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１
日

２
日

３
日

４
日

６
日

７
日

８
日

９
日

　

日
１３

　

日
１５

　

日
１６

　

日
１９

　

日
２１

　

日
２３

　

日
２４

　

日
２５

　

日
２６

　

日
２７

　

日
２８

　

日
２９

　

日
３０

朝
礼
／
課
長
会
議

雪
ま
つ
り
ミ
ス
駒
子
審
査

越
後
湯
沢
全
国
童
画
展
表
彰
式
・
交
流
会
／
湯
沢
温
泉
雪
ま
つ
り

第　

回
犬
ぞ
り
大
会

１０
湯
沢
中
学
校
卒
業
式

布
場
土
地
組
合
総
会

株
式
会
社
本
間
組
来
庁
／
南
魚
沼
地
域
土
木
振
興
協
議
会
懇
談
会

湯
沢
高
校
卒
業
式
／
日
本
ケ
ー
ブ
ル
株
式
会
社
社
長
来
庁

全
日
本
ス
キ
ー
技
術
選
手
権
大
会
開
会
式
（
苗
場
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
）

岸
野
裕
氏
来
庁

水
理
模
型
実
験
視
察
（
茨
城
県
つ
く
ば
市
）

高
田
自
衛
隊
第
二
連
隊
長
蝦
谷
氏
来
庁

坂
本
冬
美
氏
来
町
（
雪
国
館
）

湯
沢
小
学
校
卒
業
式
／
苗
場
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
佐
野
氏
来
庁
／
Ｎ
Ｈ

Ｋ
堀
氏
来
庁
／
町
研
運
営
委
員
会
送
別
会

ほ
く
ほ
く
線
開
業　

周
年
記
念
式
典

１０

中
里
ス
キ
ー
場　

周
年
感
謝
の
会
／
観
光
立
県
宣
言
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
月

５０

岡
温
泉
）

湯
沢
町
国
民
保
護
協
議
会
／
山
菜
・
そ
ば
栽
培
研
修
会

苗
場
山
滑
降
ス
キ
ー
大
会
／
財
団
法
人
十
日
町
地
域
地
場
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー
理
事
会

定
期
監
査
報
告

連
合
新
潟
魚
沼
支
部
来
庁
／
新
潟
県
建
築
士
会
魚
沼
支
部
と
災
害
応

援
協
定
締
結
式
／
明
日
の
湯
沢
を
考
え
る
会

斎
藤
県
議
出
陣
式
／
終
礼
／
幹
部
職
員
送
別
会

３
月
の
町
長
活
動
状
況
に
つ
い

３
月
の
町
長
活
動
状
況
に
つ
い
てて

い
よ
い
よ
新
年
度
が
始
ま
り
ま

し
た
。行
財
政
改
革
を
掲
げ
て
２

年
目
を
迎
え
、そ
の
前
段
と
し
て

「
町
民
満
足
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
立

上
げ
、職
員
が
知
る
こ
と
か
ら
研

修
に
入
り
ま
し
た
。私
が
愛
読
し

て
い
る「
安
岡
正
篤
一
日
一
言
」の

三
月
三
十
一
日
に
、「
自
分
を
責
め

よ
」と
あ
り
ま
す
。人
間
何
が
悩
み

か
と
言
う
と
、自
分
が
自
分
を
知

ら
ざ
る
こ
と
で
あ
る
。人
を
論
じ

た
り
、世
を
論
じ
た
り
す
る
こ
と

は
や
さ
し
い
が
、自
分
を
論
じ
、自

分
を
知
る
と
い
う
こ
と
は
、実
は

こ
れ
が
一
番
大
事
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、な
か
な
か
難
し
い
こ

と
で
あ
る
。人
間
は
、ま
ず
自
分
を

責
む
る
べ
き
で
あ
っ
て
、世
の
中

や
時
代
を
責
む
る
べ
き
で
は
な
い
。

世
の
中
が
悪
い
、時
代
が
悪
い
と

言
う
な
ら
ば
、そ
う
い
う
時
世
に

対
し
て
、一
体
自
分
は
ど
れ
だ
け

役
に
立
つ
の
か
、そ
れ
を
ど
う
解

釈
し
、そ
れ
に
対
し
て
ど
う
い
う

信
念
・
情
熱
を
持
っ
て
い
る
の
か
、

よ
く
自
分
を
責
め
る
が
よ
い
、と

あ
り
ま
す
。特
に
湯
沢
町
は
合
併

し
な
い
町
、自
立
す
る
観
光
立
町

宣
言
の
町
と
し
て
歩
み
始
め
て
お

り
ま
す
。こ
の
こ
と
か
ら
し
て
も
、

誰
に
振
る
こ
と
な
く
、町
民
皆
さ

ま
の
叡
智
で
昨
年
ご
検
討
い
た
だ

き
ま
し
た
自
立
プ
ラ
ン
と
、総
合

計
画
書
を
中
心
と
し
て
、町
の
方

向
性
を
正
し
く
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。さ

て
お
彼
岸
の
中
日
の　

日
に
、

２１

歌
手
の
坂
本
冬
美
さ
ん
か
ら
、テ

レ
ビ
番
組
の
収
録
で
湯
沢
町
を
ご

訪
問
い
た
だ
き
、温
泉
街
の
民
俗

資
料
館「
雪
国
館
」で
ミ
ニ
ラ
イ
ブ

が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の
イ
ベ
ン

ト
に
は
、町
内
外
か
ら
約
２
５
０

名
の
皆
さ
ま
か
ら
お
出
で
い
た
だ

き
、坂
本
さ
ん
の
軽
妙
な
ト
ー
ク

と
素
晴
ら
し
い
歌
唱
力
に
魅
了
さ

れ
て
い
ま
し
た
。今
回
は
急
な
計

画
で
あ
っ
た
た
め
、事
前
に
広
く

お
知
ら
せ
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。し
か
し
当
日
は
大
勢

の
皆
さ
ま
か
ら
ご
声
援
を
い
た
だ

い
た
こ
と
も
あ
り
、先
日
坂
本
さ

ん
か
ら
、「
今
後
も
多
く
の
皆
さ
ま

が
、湯
沢
町
を
訪
れ
る
よ
う『
雪
国

〜
駒
子
そ
の
愛
〜
』を
通
し
て
が

ん
ば
り
ま
す
」と
の
お
便
り
を
頂

き
ま
し
た
。

一
方
、香
田
晋
さ
ん
の「
越
後

湯
沢
駅
」は
、現
在
演
歌
部
門
の

ト
ッ
プ
を
走
っ
て
お
り
、７
月
８

日
に
は
、湯
沢
町
で
デ
ィ
ナ
ー

シ
ョ
ー
を
予
定
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。ま
た
ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー
ス

で
す
が
、恒
例
の
加
山
雄
三
さ
ん

の
夏
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
、坂
本
冬

美
さ
ん
の
出
演
が
決
定
し
ま
し
た
。

８
月
４
日
に
、加
山
キ
ャ
プ
テ
ン

コ
ー
ス
ト
に
参
加
す
る
と
の
情
報

で
す
。詳
細
は
観
光
案
内
等
で
い

た
し
ま
す
が
、多
く
の
皆
さ
ま
か

ら
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。ご
当

地
ソ
ン
グ
が
、二
曲
一
挙
に
発
表
、

販
売
と
い
う
ビ
ッ
ク
チ
ャ
ン
ス
で

す
。と

こ
ろ
で
、今
年
の
冬
は
少
雪

と
い
う
昨
年
と
打
っ
て
変
わ
っ
た

年
と
な
り
ま
し
た
が
、悲
喜
こ
も

ご
も
と
い
う
こ
と
か
と
推
察
い
た

し
ま
す
。し
か
し
今
後
の
方
向
を

探
る
上
で
の
、貴
重
な
体
験
と
も

思
い
ま
す
。「
今
ま
で
は
」で
は
な

く
、「
こ
れ
か
ら
は
」で
す
。町
民
皆

さ
ま
の
叡
智
を
結
集
し
て
、こ
の

難
局
に
立
ち
向
か
い
、観
光
立
県

新
潟
県
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
ー
と
し
て
、

そ
の
存
在
感
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
行

き
ま
し
ょ
う
。湯
沢
町
町
民
憲
章

に
あ
る「
さ
わ
や
か
な
誰
も
が
訪

れ
た
い
町
」に
な
れ
る
よ
う
、皆
さ

ま
の
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
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湯
沢
町
議
会
議

湯
沢
町
議
会
議
員員

一
般
選
挙
が
行
わ
れ
ま

一
般
選
挙
が
行
わ
れ
ま
すす

 
投
票
で
き
る
人 

投
票
で
き
る
人
は
、
日
本
国
民

で
住
所
要
件
と
年
齢
要
件
の
２
つ

を
満
た
し
て
い
る
人
が
投
票
で
き

ま
す
。

�
住
所
要
件

平
成　

年
１
月　

日
ま
で
に
住

１９

１６

民
票
が
作
成
さ
れ
、
ま
た
は
転
入

届
を
し
、
引
き
続
き
住
民
基
本
台

帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

（
転
入
さ
れ
た
人
は
、
こ
の
日
ま

で
に
登
録
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。）

�
年
齢
要
件

昭
和　

年
４
月　

日
以
前
に
生

６２

２３

ま
れ
た
人

※
町
の
選
挙
（
町
長
選
挙
や
町
議

会
議
員
選
挙
）
で
は
町
民
で
あ

る
こ
と
が
投
票
す
る
条
件
と
な

る
の
で
、
転
出
し
た
時
点
で
選

挙
権
が
な
く
な
り
ま
す
。

 
指
定
さ
れ
た
投
票
所
へ 

投
票
は
、
町
内　

か
所
の
投
票

１０

所
で
行
わ
れ
ま
す
。

入
場
券
は
、
告
示
日
に
世
帯
ご

と
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。
郵
送
さ
れ

る
入
場
券
は
、
封
筒
形
式
に
な
っ

て
い
ま
す
。切
り
取
り
線
を
、ゆ
っ

く
り
切
っ
て
い
た
だ
く
と
、
有
権

者
の
氏
名
、性
別
、投
票
所
名
な
ど

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

な
お
、投
票
所（
期
日
前
投
票
所

を
含
む
）へ
持
参
す
る
と
き
、
あ
ら

か
じ
め
有
権
者
ご
と
に
切
り
取
っ

て
か
ら
、
受
付
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

�
投
票
所
の
変
更
に
つ
い
て

今
年
度
の
選
挙
か
ら
、
投
票
所

が
変
更
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
従
来
第
４
投
票
区
だ
っ
た
芝

原
・
七
谷
切
地
区
の
投
票
所
が
、

「
神
立
小
学
校
」と
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
投
票
所
は
、町
内

　

か
所
か
ら　

か
所
と
な
り
、

１１

１０

第
５
投
票
区
以
降
の
番
号
が
一

つ
ず
つ
繰
り
上
が
り
ま
す
。

・
第
５
投
票
区（
従
来
は
第
６
投

票
区
）の
投
票
所
が
、「
神
立
中

央
会
館
」か
ら「
湯
沢
中
学
校
」

と
な
り
ま
す
。

投
票
日
は
４
月　

日
（
日
）
で
す
。

２２

４
月　

日
に
任
期
満
了
と
な
る
湯
沢
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
、
４
月

２９

　

日
（
火
）
告
示
、
４
月　

日
（
日
）
投
開
票
の
日
程
で
執
行
さ
れ
ま
す
。

１７

２２

議
員
の
定
数
は
、
前
回
の　

人
か
ら　

人
に
変
わ
り
ま
す
。

１６

１２

皆
さ
ま
の
代
表
を
選
ぶ
選
挙
で
す
。
投
票
日
に
や
む
を
得
な
い
事
情
で

投
票
が
で
き
な
い
場
合
で
も
、
期
日
前
投
票
な
ど
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

あ
な
た
の
貴
重
な
一
票
を
無
駄
に
す
る
こ
と
な
く
、
皆
さ
ま
そ
ろ
っ
て
、

投
票
し
ま
し
ょ
う
。

 
開
票
は
午
後
９
時
か
ら 

開
票
は
、
湯
沢
カ
ル
チ
ャ
ー
セ

ン
タ
ー
ア
リ
ー
ナ
で
、
午
後
９
時

か
ら
行
わ
れ
ま
す
。
開
票
準
備
に

伴
い
、
４
月　

日
の
午
後
２
時
か

２２

ら
、
湯
沢
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

（
ア
リ
ー
ナ
、ラ
ン
ニ
ン
グ
走
路
）は
、

立
ち
入
り
が
禁
止
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
参
観
の
場
合
の
み
入

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

�
開
票
の
参
観
に
つ
い
て

選
挙
人
（
今
回
の
選
挙
の
有
権

者
）は
、開
票
を
参
観
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。参
観
人
席
は
、湯
沢
カ

ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
ア
リ
ー
ナ
席

で
す
。
参
観
ご
希
望
の
方
は
、
ロ

ビ
ー
で
受
付
簿
に
記
入
し
て
か
ら
、

席
に
つ
い
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
携
帯
電
話
等
は
使
用
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
お
持
ち
の
方
は

電
源
を
切
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

湯
沢
町
選
挙
管
理
委
員
会

℡
７
８
５
・
２
１
０
１

�
７
８
５
・
２
１
０
２

※
４
月　

日
の
午
後
６
時　

分
以

２２

３０

降
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
の
職

員
は
、
湯
沢
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー
（
℡
７
８
４
・
１
５
１
１
）

に
移
動
し
ま
す
。
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

��� 投票日の投票所一覧 ���

投票所投票区

湯沢町公民館浅貝分館第１１投票区

二居集会所第１２投票区

三俣小学校第１３投票区

神立小学校第１４投票区

湯沢中学校第１５投票区

土樽小学校第１６投票区

滝之又会館第１７投票区

松川生活改善センター第１８投票区

湯沢町公民館第１９投票区

湯沢小学校第１０投票区

午前７時開所　午後８時閉鎖
（第 1・２・３・８投票区は午後７時閉鎖）
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４月２ ２日 湯沢町議会議員一般選挙

投票日当日、投票所へ行けない人のために 投票日当日、投票所へ行けない人のために 

 ● 期日前投票をご利用ください 
投票できる人 投票できる人   旅行、病気、入院、出産、出張等の仕事、本人または親族の冠婚葬祭などのため、投票日の

 当日に投票所へ行けない方が対象です。

投票できる日時 投票できる日時   ４月１８日（水）から２１日（土）　午前８時３０分～午後８時

投票できる場所 投票できる場所   湯沢町役場 西館１階　　会議室１

持参するもの 持参するもの   投票所入場券（入場券を持ってこなかった場合は、口頭による本人確認等を行います。）

 ● 次の方は不在者投票を 
◎ 選挙期日（投票日）には２０歳になるが、選挙期日前（期日前投票期間）は１９歳で選挙権を有していない方。

◎ 仕事などの都合で、湯沢町以外の市町村で投票される方。
 （事前に町選挙管理委員会に、「名簿登録地以外の選挙管理委員会における不在者投票」の請求が必要です。）

◎ 不在者投票のできる指定施設に、入院・入所されている方で、その施設で不在者投票をされる方。
 （各施設にご確認ください。）

 ● 郵便による投票もできます 
身体に障がいをお持ちの方や、日常の介護を必要とする方は、郵便による投票（在宅投票）をすることができます。
対象となるのは、次のような方です。

◎身体障害者手帳をお持ちで、
　両下肢、体幹、移動機能の障がいの程度が、１級もしくは２級と記載されている。
　心臓、腎臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸の障がいの程度が１級もしくは３級と記載されている。

◎介護保険の被保険者証に「要介護５」と記載されている。

この郵便による投票には、事前に町選挙管理委員会に申請し、郵便投票証明書などの交付を受ける必要があります。
希望される方は、４月１２日（木）までに手続きをお願いします。詳細はお問い合わせください。

【問い合わせ】湯沢町選挙管理委員会　℡７８５－２１０１

湯沢町議会議員一般選挙　投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人ををををををををををををををををををををを募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集しししししししししししししししししししししままままままままままままままままままままま投票立会人を募集しますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
湯沢町選挙管理委員会では、湯沢町議会議員一般選挙についての投票立会人を募集します。
湯沢町の選挙人名簿に登録されている人（日本国民であり、満２０歳以上で引き続き
３ヵ月以上湯沢町に住所を有する人）なら誰でも立会人になることができます。

募集する期間 募集する期間 ・ ・期日前投票　　４月１８日（水）～２１日（土）
 ・・投票日　　　　４月２２日（日）

募集する人員 募集する人員  ・・期日前投票　　１日ごとに２人
 ・・投票日　　　　各投票区ごとに２～３人

勤務する時間 勤務する時間  ・・期日前投票　　午前８時１５分～午後８時１５分
 ・・投票日　　　　午前６時４５分～午後８時１５分

報酬額 報酬額  ・・期日前投票　　１２,３１９円（税引き後）
 ・・投票日　　　　１３,９６８円（税引き後）

申込み 申込み  ４月１０日（火）午後５時までに申込書を提出してください（郵送可）。申込書は、選挙管理委員
 会にあります。電話での申込みも受け付けます。

【申込み・問い合わせ】湯沢町選挙管理委員会　℡７８５－２１０１
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※期日前投票期間中及び投票日は、昼食及び夕食は選挙管理

委員会で用意します。ただし、昼食は実費負担となります。
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ふるさと基金事業 ふるさと基金事業ののご案内ご案内 
南魚沼市と湯沢町で組織する「南魚沼地域広域計画協議会」で実施する「ふ
るさと基金事業」について、お知らせします。豊かな自然と生活環境を守り、
快適でうるおいのある広域圏を創りあげるため、地域住民やコミュニティ団
体等の活動で「活気あふれ、うるおいのあるまちづくり」を目指す、次の取り
組みを支援します。
なお助成対象は、住所または勤務先を関係市町に有すると認められるもの
に限ります。

芸術・文化振興支援事業　（予算枠５０万円）

対象事業 対象事業 　  地域で保存が必要な伝統芸能を引き継ぐための後継者育成事業や伝統芸能を通じた世代間交流
 を推進する事業を支援します。

 補助補助額額 　  事業費から収入等を差し引いた額を補助対象事業費とし、予算の範囲内で補助します。ただし、
 上限を補助対象事業費の 3分の 2以内とします。

ふるさとコミュニティ支援事業　（予算枠１５０万円）

対象事業 対象事業 　  個人または団体が行う、快適でうるおいのある地域を創りあげるための、コミュニティ活動を 
 支援します。

 補助補助額額 　  事業費から収入等を差し引いた額を補助対象事業費とし、予算の範囲内で補助します。ただし、
 補助額の上限を 10万円とします。

地域創生支援事業　（予算枠２００万円）

対象事業 対象事業 　  地域の自然や伝統等の資源を活かし、活気にあふれ、うるおいのある地域を創生するために、旧
 町単位に予算枠を設けています。地域の活性化を図るイベントやまちづくり団体を支援します。

 補助補助額額 　  事業費から収入等を差し引いた額を補助対象事業費とし、予算の範囲内で補助します。ただし、
 補助対象費の 3分の 2以内とし補助額の上限を 50万円とします。

南魚沼地域

■ 申請期限はすべての事業ともに、平成１９年５月１０日です。

その他協議会で取り組む事業のご案内

国際観光推進事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・国際観光の推進体制整備のため、計画策定に取り組みます。

幼児児童健全育成事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・管内小学校での絵本の読み聞かせ事業に取り組みます。

魚沼ビジネス交流事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・管内企業の取引拡大を支援する交流会を支援します。

広域交流ミーティングパーティー事業・・・・・未婚男女に出会いの場を提供します。

日本語支援事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・管内の外国人在住者に、日本語教室や料理教室を開催します。

【相談窓口】 湯沢町役場総務課企画財政班に申請書を備えてありますので、ご相談ください。
 ℡７８４－３４５１
【事務局】 南魚沼地域広域計画協議会（南魚沼市役所　企画政策課）
 ℡７７３－６６７２
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平成１９年４月から役場の組織・機構が変わりました

　湯湯沢町役場庁舎内配置のご案沢町役場庁舎内配置のご案内内

平成１９年４月の機構改革に併せて、課の配置換えが行われました。庁舎内改修工事の実施期間中は、ご不便
をお掛けしました。
また今回の配置換えがかなり大規模であったため、各課の移動が期間を定めて順次行われたました。わかりに
くいところもありましたが、皆さまのご協力により移動が完了しました。ご協力ありがとうございました。

税務課
７８４-３４５２

会議室１（選挙事務室）

（国土調査）
会計課
７８４-３４５４

産業観光課
７８４-４８５０

町民課
７８４-３４５３

ロビー

�
入口

西館入口 �

1 階

・収納課は廃止され、税務課と統合されました。
・税務課と産業観光課は１階に移動して、ご来客の皆さまの
利便性を図りました。

会議室
２－２

地域整備課（水道）
７８４-４８５３

地域整備課（維持管理・建設整備・
　　　　　　 三俣地域振興対策）

７８４-４８５２

教育委員会
（教育課 学校教育）
７８４-２２１１

会議室
２－１

応接室町長室副町長

総務課
７８４-３４５１

2 階

・教育委員会（学校教育課）と水道課は２階に移動しました。
・水道課は建設課と合併して、地域整備課となりました。と
もに、事務の効率化と利便性を図ります。

大会議室

会議室３議会第２会議室

議会第１会議室

正副議長室
議　会
事務局
７８４-３１１５

議場

3 階

このほかの課の連絡先（役場庁舎外）
健康福祉課 ・・・・・・ ℡７８４-４５６０
教育課 生涯学習班 ・・・ ℡７８４-２４６０
教育課 国体推進班 ・・・ ℡７８５-２２５０
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新しい新しい課課の名称と業務内容をお知らせしまの名称と業務内容をお知らせしますす
今回の機構改革により、課が統廃合がありました。新しい課の名称と、各課の業務内容をお知らせします。

・庶務班  ・・・・・・・・・・・ 庶務・人事・情報統計・情報公開・広報公聴

・防災管財班  ・・・・ 財産管理・消防防災

・企画財政班  ・・・・ 財政・行財政改革・総合計画・広域行政

総務課
・・・ 役場全体の総合的な事務を
 行います。

・課税班  ・・・・・・・・・・・ 固定資産税・町県民税等の賦課

・収納班  ・・・・・・・・・・・ 税および水道料等の徴収
税務課
・・・ 税の賦課と徴収。収納課と
 統合しました。

・町民生活班  ・・・・ 住民登録・戸籍・国保年金・衛生・交通安全

・子育て支援班  ・ 保育・子育て支援・児童手当
町民課
・・・ 役場の総合窓口。旧住民課
 の事務を行います。

・福祉介護班  ・・・・ 老人福祉・障がい者福祉・介護保険

・保健班  ・・・・・・・・・・・ 保健・病院・献血
健康福祉課
・・・ 福祉・保健センター業務。旧
 福祉保健課の事務を行います。

・観光交流班  ・・・・ 観光・施設・自然保護・定住促進

・産業振興班  ・・・・ 農林土木・国土調査・農業委員会
産業観光課
・・・ 商工観光、農業林業、農業委
 員会などの事務を行います。

・建設整備班  ・・・・・・・・・・・・・・・・ 道路の新設改良・建築確認・都市計画

・水道班  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 上水道・簡易水道と下水道の維持管理

・維持管理班  ・・・・・・・・・・・・・・・・ 道路の維持管理・町営住宅・用地

・三俣地域振興対策班  ・・・ 三俣地域振興対策

地域整備課
・・・ 建設課、水道課、三俣地域振
 興対策室が統合しました。

・会計班  ・・・・・・・・・・・ 歳入歳出に関すること会計課
・・・ 会計管理者。歳入、歳出に関
 する事務を行います。

・庶務班  ・・・・・・・・・・・ 議会事務・請願、陳情の処理議会事務局
・・・ 議会運営、請願、陳情に関す
 る事務を行います。

・学校教育班  ・・・・ 学校教育・給食センター

・生涯学習班  ・・・・ 生涯学習・公民館・歴史民俗資料館（雪国館）

・国体推進班  ・・・・ ときめき新潟国体推進

教育課
・・・ 小中学校施設、生涯学習、国
 体推進などの事務を行います。

（課長　樋口 新一）

（課長　高橋 英夫）

（課長　南雲 俊幸）

（課長　田村 修）

（課長　上村 憲夫）

（課長　山本 茂正）

（課長　青山 薫）

（局長　半澤 誠治）

（課長　並木 進）
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　　　　湯沢町職員異動（平成１９年４月１日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
前所属新所属《課長級》

総務課 課長兼新行財政推進室長総務課 課長樋 口　 新 一

学校教育課 課長兼学校給食センター長税務課 課長高 橋　 英 夫

水道課 課長町民課 課長南 雲　 俊 幸

国体推進室 室長健康福祉課 課長兼保健班長事務取扱田 村　 修

産業観光課 課長兼農業委員会事務局長産業観光課 課長兼農業委員会事務局長上 村　 憲 夫

建設課 課長兼三俣地域振興対策室長地域整備課 課長山 本　 茂 正

会計課 参事兼会計係長事務取扱会計課 会計管理者兼課長兼会計班長事務取扱青 山　 薫

議会事務局 局長兼庶務係長事務取扱議会事務局 局長兼庶務班長事務取扱半 澤　 誠 治

社会教育課 課長兼公民館長兼歴史民俗資料館長教育課 課長並 木　 進

前所属新所属《班長級》

総務課 副参事兼庶務係長事務取扱総務課 庶務班長腰 越　 則 夫

産業観光課 課長補佐総務課 防災管財班長南 雲　 敏 夫

総務課 財政係長総務課 企画財政班長高 橋　 功

税務課 副参事兼資産税係長事務取扱税務課 課税班長角 谷　 誠 次

収納課 課長補佐兼収納係長事務取扱税務課 収納班長剣 持　 猛

住民課 課長補佐兼国保年金係長事務取扱町民課 町民生活班長玉 田　 勇

住民課 副参事兼湯沢保育園長事務取扱町民課 子育て支援班長小 幡　 裕 子

福祉保健課 課長補佐兼福祉係長事務取扱健康福祉課 福祉介護班長阿 部　 道 雄

産業観光課 副参事兼商工観光係長事務取扱産業観光課 観光交流班長関　 秋 光

建設課 課長補佐兼建設係長事務取扱産業観光課 産業振興班長高 村　 健 市

建設課 副参事兼都市計画係長事務取扱地域整備課 建設整備班長宮 下　 義 規

水道課 課長補佐兼工務係長事務取扱地域整備課 水道班長角 谷　 豊 明

建設課 副参事兼維持係長事務取扱地域整備課 維持管理班長須 長　 久 栄

福祉保健課 副参事兼介護保険係長事務取扱地域整備課 三俣地域振興対策班長岸 野　 弘

監査委員書記 兼議会事務局次長監査委員書記 兼議会事務局庶務班長南 雲　 和 彦

住民課 副参事兼保育係長事務取扱教育課 学校教育班長兼学校給食センター長角 谷　 正 喜

建設課 参事教育課 生涯学習班長兼公民館長兼歴史民俗資料館長田 村　 久 芳

国体推進室 室長補佐兼国体推進係長事務取扱教育課 国体推進班長高 橋　 政 弘

前所属新所属《主任級》

総務課 副参事兼情報統計係長事務取扱総務課 庶務班主任佐 藤　 清 美

総務課 人事給与係長総務課 庶務班主任森 下　 政 史

ロープウェー事業所 次長兼総務係長事務取扱総務課 防災管財班主任小野塚　友子

建設課 管財係長総務課 防災管財班主任高 野　 剛

税務課 課長補佐兼住民税係長事務取扱税務課 課税班主任南 雲　 仁

税務課 資産税係主任税務課 課税班主任岩 崎　 裕 一

住民課 環境生活係長町民課 町民生活班主任高 橋　 勝 彦

福祉保健課 保健係長健康福祉課 保健班主任笛 田　 京 子

税務課 副参事兼国土調査係長事務取扱産業観光課 産業振興班主任南 雲　 利 巳

産業観光課 農林振興係長産業観光課 産業振興班主任清 水　 守

新行財政推進室 新行財政推進係長地域整備課 建設整備班主任池 田　 文 敏

水道課 管理係長地域整備課 水道班主任笛 田　 節 夫

総務課 課長補佐兼消防防災係長事務取扱教育課 学校教育班主任南 雲　 順 二

水道課 業務係長教育課 学校教育班主任南雲　あや子

社会教育課 社会教育係長教育課 生涯学習班主任高 橋　 弘 介

収納課 副参事新潟県 （派遣終了）井 口　 計 夫
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前所属新所属《一般職員》

収納課 収納係主任総務課 田 村　 雅 和

ロープウェー事業所 総務係主任総務課 井 熊　 靖

新行財政推進室 新行財政推進係主任総務課 山 岸　 勝 彦

総務課 消防防災係主任総務課 宮 田　 玲

総務課 人事給与係主任総務課 中 村　 陽 子

総務課 財政係主任総務課 田 村　 雅 彦

総務課 庶務係主任総務課 本 田　 忠 志

産業観光課 総務課 今 井　 幹 雄

ロープウェー事業所 総務課 若 井　 則 之

税務課 国土調査係主任税務課 南 雲　 悟

税務課 住民税係主任税務課 高 野　 敏 明

収納課 税務課 桑 原　 洋 子

新潟県派遣 税務課 笛 田　 利 広

社会教育課 税務課 南 雲　 哲

住民課 住民係長町民課 高村　フミ子

住民課 国保年金係主任町民課 南 雲　 正 恵

総務課 財政係主任町民課 関　 良 子

水道課 町民課 南 雲　 一 春

住民課 町民課 酒井　真紀子

産業観光課 町民課 南 雲　 愛 子

住民課 町民課 柏 倉　 隆

住民課 町民課 田 村　 淳

税務課 町民課 原 沢　 大 輔

福祉保健課 福祉係主任健康福祉課 高橋　千恵子

福祉保健課 介護保険係主任健康福祉課 南雲　みはる

建設課 維持係主任健康福祉課 関　 正 幸

産業観光課 農林振興係主任健康福祉課 丸 山　 由 和

福祉保健課 健康福祉課 富 沢　 雅 文

福祉保健課 健康福祉課 平 賀　 大 裕

福祉保健課 介護保険係主任保健師健康福祉課 （保健師）国 松　 明 美

福祉保健課 保健係主任保健師健康福祉課 （保健師）南雲　かおる

福祉保健課 （保健師）健康福祉課 （保健師）平賀　菜津子

福祉保健課 （保健師）健康福祉課 （保健師）山岸　美恵子

福祉保健課 （保健師）健康福祉課 （保健師）関　 明 子

福祉保健課 （看護師）健康福祉課 （看護師）鈴 木　 里 美

福祉保健課 （保健師）健康福祉課 （保健師）平 賀　 千 夏

新行財政推進室 企画係主任産業観光課 南 雲　 剛

ロープウェー事業所 総務係主任産業観光課 内 田　 大 作

ロープウェー事業所 営業係主任産業観光課 南 雲　 昭 一

建設課 産業観光課 川 上　 周 子

税務課 産業観光課 野 口　 純 一

住民課 産業観光課 上村　健太郎

学校教育課 学校教育係長地域整備課 南雲　ミチ代

ロープウェー事業所 索道係長地域整備課 高 橋　 章 一

建設課 建設係主任地域整備課 古 川　 健 一

水道課 地域整備課 南 雲　 重 幸

建設課 地域整備課 関　 直 人

建設課 地域整備課 田 村　 良 一
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前所属新所属《一般職員》

建設課地域整備課 篠 原　 克 則

水道課地域整備課木 暮　 享

水道課 地域整備課 南 雲　 正 徳

水道課 地域整備課 南 雲　 一 也

水道課 地域整備課 角 谷　 淳 史

収納課 地域整備課 笛 木　 尚

水道課 地域整備課 岸 野　 浩 二

ロープウェー事業所 地域整備課 立 山　 修

議会事務局 庶務係主任議会事務局 須 長　 節 子

社会教育課 社会教育係主任教育課 松本　すみ子

建設課 教育課 樋口　由樹子

国体推進室 教育課 前 原　 力

社会教育課 教育課 田 村　 康 大

総務課 教育課 樋 口　 巨 樹

国体推進室 教育課 山 岸　 満

社会教育課 教育課 山崎　久美子

福祉保健課 教育課 南 雲　 章 宏

学校教育課 教育課 水 落　 仁

ロープウェー事業所 教育課 南 雲　 武 子

ロープウェー事業所 教育課 田 村　 由 美

ロープウェー事業所 三俣小学校 池 田　 正 史

三俣小学校 神立小学校 高 野　 利 子

ロープウェー事業所 学校給食センター 南 雲　 寛 義

ロープウェー事業所 学校給食センター 高 橋　 敏 之

前所属新所属《保育園》

神立保育園 副参事兼神立保育園長事務取扱中央保育園 園長南雲　フイ子

中央保育園 主任保育士中央保育園 副園長高 橋　 節 子

中央保育園 主任保育士中央保育園 高橋　久美子

中央保育園 主任保育士中央保育園 笛 木　 春 子

神立保育園 主任保育士中央保育園 星 野　 京 子

土樽保育園 主任保育士中央保育園 樋口　すえ子

ロープウェー事業所 中央保育園 腰 越　 学

土樽保育園 副園長湯沢保育園 園長中 村　 幸 子

湯沢保育園 主任保育士　学童保育担当湯沢保育園 学童保育担当南 雲　 信 子

ロープウェー事業所 湯沢保育園 南雲　佐智子

土樽保育園 園長土樽保育園 園長原 澤　 梅 子

中央保育園 副園長　子育て支援担当土樽保育園 副園長南雲　ひとみ

土樽保育園 主任保育士土樽保育園 腰 越　 和 子

浅貝保育園 主任保育士土樽保育園 角谷　美代子

中央保育園 土樽保育園 青 木　 歩

中央保育園 副参事兼中央保育園長事務取扱神立保育園 園長高橋　真喜子

神立保育園 副園長神立保育園 副園長阿 部　 和 子

湯沢保育園 主任保育士神立保育園 片 桐　 都 子

神立保育園 主任保育士神立保育園 山 田　 信 江

ロープウェー事業所 神立保育園 関口　美恵子

浅貝保育園 副参事兼浅貝保育園長事務取扱浅貝保育園 園長田村　真理子

中央保育園 主任保育士浅貝保育園 星 野　 政 江

湯沢町職員異動　（前頁からの続き）
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　　　　教職員異動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
転出転入

学校名
職名新任校氏名前任校氏名職名
教 諭南魚沼市　中之島小山田　 真由美長岡市　中之島中央小高 津　 礼 子教 諭

三国小学校 養護教諭新潟市　山田小佐 藤　 寛 子（新採用）布 澤　 友 海養護教諭

主 事魚沼市　広神西小船久保　 純子（新採用）坪 井　 崇主 事

教 諭新潟市　市之瀬小田 沢　 紀 子魚沼市　入広瀬小大 瀧　 広 実教 諭三俣小学校

指 導中越教育事務所小野島　 臣儀上越市　大潟町中加 藤　 隆 夫校 長

神立小学校

教 諭南魚沼市　六日町小金子　 謙太郎小千谷市　小千谷小阿 部　 秀 代教 諭

教 諭南魚沼市　塩沢小多田　 かおる魚沼市　小出小市 橋　 良 太教 諭

（新採用）小 林　 留 美養護教諭

南魚沼市　塩沢小貝 瀬　 輝 子主 査

教 頭小千谷市　小千谷小高 橋　 克 哉十日町市　中条小佐 藤　 吉 宏教 頭

土樽小学校

教 諭南魚沼市　大巻小滝 沢　 寿 子魚沼市　小出小松 崎　 忍教 諭

教 諭三条市　大崎小櫻 澤　 康南魚沼市　大巻小佐 藤　 栄 作教 諭

教 諭新発田市　御免町小渡 辺　 正 文新潟市　巻北小酒 井　 静 枝教 諭

教 諭新潟市　大野小佐藤　 加津江阿賀野市　保田小大 橋　 陽 平教 諭

校 長（退職）野澤　 憲之輔魚沼市　須原小五十嵐　 正巳校 長

湯沢小学校

教 諭三条市　三条小高 野　 伸 子南魚沼市　大巻小今成　 ゆかり教 諭

教 諭長岡市　希望が丘小稲 田　 修南魚沼市　浦佐小嶋 津　 祐 樹教 諭

教 諭長岡市　大島小草分　 加寿子県立　村上養護山 上　 綾 子教 諭

教 諭南魚沼市　城内小山 浦　 良 美燕市　吉田小安藤　 こずえ教 諭

教 諭長岡市　山古志小松 井　 美 雪南魚沼市　五十沢中坂西　 由紀子主 査

主 査南魚沼市　大巻小井口　 三代子

校 長新発田市　川東中山 田　 文 男長岡市　南中若 林　 靖 人教 頭

湯沢中学校

教 頭新潟市　早道中小 竹　 智魚沼市　広神中高 橋　 匡 倫教 諭

教 諭新潟市　東新潟中中 村　 尚十日町市　南中田 村　 晃 夫教 諭

教 諭長岡市　寺泊中大 田　 克南魚沼市　大和中高橋　 小百合教 諭

教 諭燕市　吉田中神 保　 亮 介長岡市　岡南中神 谷　 博 之教 諭

教 諭田上町　田上中高 縁　 奈 緒魚沼市　守門中岡 村　 芳 倫教 諭

栄養主査魚沼市　井口小田 村　 厚 子（新採用）村 山　 茜教 諭

佐渡市　羽茂中今 井　 嵩 滋栄養職員

平成１９年３月３１日付退職
所　属 氏名

税務課 課長坂 西　 静 夫

収納課 課長剱 持　 誠 一

住民課 課長角 谷　 富 士 男

福祉保健課 課長田 村　 武 雄

会計課 課長茂 木　 三 千 夫

ロープウェー事業所 所長兼営業係長事務取扱南 雲　 宣 夫

三俣地域振興対策室 庶務係長高 井　 フ ミ

神立小学校 主任南 雲　 敏 行

土樽保育園 主任保育士南 雲　 友 江

学校給食センター 調理員長谷川　 ヨリ子

※今回の湯沢町職員異動のお知らせでは、所属する課などの異動がなくても、課の名称が変更となった職員、または
職名が変更となった職員も記載してあります。なお異動がなく、所属する課の名称と職名が共に変更されなかった
職員の記載はありませんので、ご了承ください。
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� �������������������������������������������������������������������������������������������

町所有タバコ吸煙機の売却のご案町所有タバコ吸煙機の売却のご案内内

【品名】 カウンター型灰皿つき吸煙機
【メーカー】 トルネックス
【形式】 ＣＯ－ＨＬ／ＡＳ
【寸法】 高さ１２０�×幅１８０�×奥行１００�
【標準使用人数】 ８人
【購入年月】 平成１０年５月
【保管場所】 湯沢町役場内
【台数】 ２台
【申込期限】 平成１９年５月１０日（木）
【その他】 ・定期点検等の整備が必要です。
 ・買受け希望者が複数の場合は、後日
 ・通知します。

【申込み・問い合わせ】総務課庶務班　℡７８４－３４５１

町所有のタバコ吸煙機を売却します。買受けを希望する方はお申込ください。なお、買受けできるのは、町
税を滞納していない湯沢町民または湯沢町に本店を有する法人に限ります。

この写真のタバコ吸煙機を売却します

� �������������������������������������������������������������������������������������������

障がいのある方の経済的負担を軽減し、積極的に社会参加していただけるよう、町ではタクシー利用料金の一部
を助成しています。

【利用できる方】
町内に住所がある身体障害者手帳１～３級もしくは療育手帳、精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている方

【申請・利用方法】
� 印鑑と身体障害者手帳１～３級もしくは療育手帳、精神障害者保健福祉手帳を持
 参して、健康福祉課で交付申請をしてください。

� タクシー利用券は、年間分として２４枚（１か月あたり２枚）が交付されます。申請
 が遅れると交付される枚数も少なくなりますので、お早めに申請してください。

� タクシー料金を支払う際に、身体障害者手帳１～３級もしくは療育手帳、精神障
 害者保健福祉手帳を提示し利用券１枚を渡してください。（１回の乗車で、利用で
 きる枚数は１枚のみとなります。）

� １回の乗車で５００円分が助成されます。（５００円を超えた分は自己負担となります。）

� 平成１９年３月３１日までの利用券は、４月以降使用できません。

【受付場所・問い合わせ】健康福祉課福祉介護班　℡７８４－４５６０

平成平成１１ ９年９年度度 心心身障害者タクシー利用券につい身障害者タクシー利用券についてて

平成１９年度　
町税等の納期限・口座振替日のお知らせ

「平成１９年度　納税等の計画表」として、緑色の別紙を折り込みました。今年度の納期限、
口座振替日は、この表のとおりとなっています。毎月の納付額を納税通知書等により記入
して、納税計画にお役立てください。
なお機構改革により、今年度から収納課が税務課と統合されましたので、納付の相談に

関する連絡先が変更されました。ご注意くださいますようお願いします。

● 町税等の納付のご相談は・・・税務課 収納班　℡７８４－３４５２

便利な
口座振替が
お奨めです



（13）

� �������������������������������������������������������������������������������������������

「
雪
国
〜
駒
子
そ
の
愛
〜
」
を
発
売
し
た
歌
手
の
坂
本
冬
美
さ
ん
が
、
３
月　

日
湯
沢
町
を
訪
れ
、

２１

歴
史
民
俗
資
料
館
「
雪
国
館
」で
、
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
と
握
手
サ
イ
ン
会
を
行
い
ま
し
た
。当
日
は
、
絶
好
の

お
天
気
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。今
回
は
T
V
収
録
で
の
訪
問
だ
っ
た
た
め
、
事
前
の
お
知
ら
せ
が
あ
ま
り

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、多
く
の
方
が
会
場
に
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

「
雪
国
〜
駒
子
そ
の
愛
〜
」が
、川
端
文
学
の
傑
作「
雪
国
」を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
曲
で
も
あ
り
、坂
本

さ
ん
は
艶
や
か
な
着
物
を
身
に
ま
と
い
、
し
っ
と
り
と
歌
い
上
げ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
曲
の
合
間
に

は
、
観
客
の
皆
さ
ん
を
笑
わ
せ
る
軽
快
な
ト
ー
ク
を
披
露
し
、
ま
た
こ
の
曲
を
歌
う
に
あ
た
っ
て
の
ポ

イ
ン
ト
を
、
例
え
ば
「
こ
こ
は
語
り
か
け
る
よ
う
に
」
と
、
具
体
的
に
１
フ
レ
ー
ズ
ず
つ
解
説
す
る
歌
唱

指
導
も
さ
れ
ま
し
た
。

短
い
時
間
な
が
ら
も
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
に
観
客
の
皆
さ
ん
も
大
満
足
の
様
子
で
し
た
。
そ

し
て
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
の
後
に
行
わ
れ
た
握
手
サ
イ
ン
会
で
も
、
こ
の
日
の
天
気
と
同
じ
よ
う
な
明
る
く

暖
か
な
笑
顔
で
、
皆
さ
ん
の
声
援
に
応
え
て
い
ま
し
た
。
曲
の
ヒ
ッ
ト
と
、
坂
本
さ
ん
が
今
後
ま
す
ま

す
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

し
っ
と
り
と
艶
や
か

し
っ
と
り
と
艶
や
か
にに
、、
名
作
の
世
界
を
歌
い
ま
し
た

名
作
の
世
界
を
歌
い
ま
し
た
。。

坂坂
本本
冬冬
美
さ
ん
が
「
雪
国
館
」
で
ミ
ニ
ラ
イ

美
さ
ん
が
「
雪
国
館
」
で
ミ
ニ
ラ
イ
ブブ

暖
か
な
早
春
の
一
日
、ミ
ニ
ラ
イ
ブ
に
は
カ
メ
ラ
片
手

に
多
く
の
方
が
訪
れ
ま
し
た
。

ミ
ニ
ラ
イ
ブ
終
了
後
、
上
村
町
長
か
ら
記
念
品
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
整
備
課
水
道
班
か
ら
の
お
知
ら
せ

 
水
質
検
査
計
画
に
つ
い
て 

湯
沢
町
で
は
、平
成　

年
度
の

１９

水
質
検
査
計
画
を
策
定
し
ま
し

た
。水
質
検
査
計
画
と
は
水
質
基

準
の
適
合
状
況
を
把
握
す
る
た

め
不
可
欠
で
あ
る
水
質
検
査
を

適
正
に
行
う
た
め
に
、検
査
場
所
、

検
査
項
目
、検
査
回
数
な
ど
を
定

め
た
も
の
で
す
。

こ
の
水
質
検
査
計
画
は
、
湯
沢
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
中

の
「
く
ら
し
の
情
報
」
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地

域
整
備
課
水
道
班
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

 
漏
水
に
ご
注
意
を
！ 

冬
期
間
、
水
道
メ
ー
タ
ー
を
検
針
し
な
い
と
、
春
ま
で

漏
水
し
て
い
て
も
気
が
つ
か
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

水
道
メ
ー
タ
ー
の
確
認
が
で
き
る
方
は
、
家
の
蛇
口

を
全
部
閉
め
て
か
ら
、
メ
ー
タ
ー
の
文
字
盤
に
あ
る
パ

イ
ロ
ッ
ト
を
見
て
く
だ
さ
い
。
少
し
で
も
回
っ
て
い
れ

ば
漏
水
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

地
域
整
備
課
水
道
班

℡
７
８
４
・
４
８
５
３

これがパイロットです。
回転すると、キラキラす
るのがわかります。

� �������������������������������������������������������������������������������������������

● ●●●● 能登半島地震の被害者救援のための県民募金のお願い ●●●●●

【募集期間】 ６月２６日（火）まで
【募金方法】 次の口座にお振込みください。同一の銀行からの振込手数料は無料となっています。
　　　　　　　口座名　：能登半島地震新潟県民募金事務局
　　　　　　　口座番号：第四銀行県庁支店　普通預金口座　1275802
　　　　　　　　　　　　北越銀行県庁支店　普通預金口座　254081
　　　　　　　　　　　　大光銀行新潟支店　普通預金口座　3011216
【問い合わせ】 能登半島地震新潟県民募金事務局（新潟県防災企画課内） ℡０２５－２８０－５７５８
  ℡０２５－２８０－５７１６
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健康ほっと健康ほっと情情報報 第３４第３４号号 保健センター
℡７８４－３１４９

生活習慣病予防のチェックは ”基本健診”　そして受けて安心 ”がん検診”

平成１８年度の基本健診結果と、がん検診結果の概要をお知らせします。
ところで基本健診の「受けっぱなし」は、ありませんか？医療機関で「再検」といわれた方は、受診しましたか？
もう一度確認してみましょう。また現代は、３人に１人が「がん」になる時代です。「がん」は早期発見が、何よりも
大切です。進んでがん検診を受けましょう。

がん検がん検診診

大腸がん検大腸がん検診診
受診者数 １,０６６人
要精検者数 ６０人
精検率 ５.６％
がん発見 ４人

※精検者のうち、１１人は異常なし
（割合１８.３％）

胃がん検胃がん検診診
受診者数 ７７３人
要精検者数 １０２人
精検率 １３.２％
がん発見 １人

※精検者のうち、２６人は異常なし
（割合２５.５％）

＜一口メモ＞
男性では胃がんを抜いて肺がんが死亡の第一位になっています。６０歳以降
は、がん発見が急激に増えてきます。早期発見のために、年１回のがん検診は、
必ず受けましょう。

肺がん検肺がん検診診（胸部レントゲン（胸部レントゲン））
受診者数 １,７４５人
要精検者数 ７９人
精検率 ４.５％
がん発見 ３人

※精検者のうち、４０人は異常なし
（割合５０.６％）

肺がん検肺がん検診診（喀痰細胞診（喀痰細胞診））
受診者数 ６５人
要精検者数 ０人

※喫煙者２４９人中、喀痰検査を実施
した人は６５人。受診率２６.１％と
低い。

＜一口メモ＞
子宮頸がん・乳がん検診は、２年に１回の検診になっています。（偶数年齢になる年に検診します。）
子宮がん・乳がんともに、子育て世代に増えてきています。日頃の忙しさにかまけて、自分の体のことが、二の
次になっていませんか？

＜一口メモ＞
肺がんは肺の奥に発生するがんと、肺の入口に発生するがんがあります。レントゲンは、肺の奥のがんを見つけ、

喀痰検査は肺の入口のがんを見つけます。特に喫煙者は、肺の入口付近にがんができやすいので、喀痰検査をぜ

ひ受けましょう。また肺がん予防は、禁煙が何よりも重要です。

乳がん検乳がん検診診（マンモグラフィ併用検診）
受診者数 １３５人
要精検者数 ３０人
精検率 ２２.２％
がん発見 ２人

※精検結果の大半は、乳腺症で
　あった。

子宮頸がん検子宮頸がん検診診
受診者数 １４６人
要精検者数 ４人
精検率 ２.７％
がん発見 ０人

※対象年齢を２５歳に引き下げたが、
　２５～２９歳の受診者は４名だった。

�
�

�
�

�
�
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基本検基本検診診 平成１８年度基本健診結果から見えるこ平成１８年度基本健診結果から見えることと

６０.０％

５０.０％

４０.０％

３０.０％

２０.０％

１０.０％

０％
境界高血圧 高血圧 心所見 脂質代謝 肝機能 貧血 糖代謝 肥満

湯沢町（Ｈ１８） 新潟県（Ｈ１７） 南魚沼市（Ｈ１７）

● 新潟県や南魚沼市と比較すると、高血圧、脂質代謝異常、肝機能異常の割合が多いことがわかります。

● メタボリックシンドロームとは、内臓脂肪があり、かつ「血圧が少し高い」「中性脂肪が少し高い」「血糖値が少し高
　 い」などを指摘された方をいいます。脳卒中や心筋梗塞を予防していくためには内臓脂肪を減らすことです。
● 内臓脂肪の細胞からは、動脈硬化を進める物質が分泌されます。内臓脂肪を減らすことは、糖尿病や高脂血症、高血
　 圧を予防してくれます。内臓脂肪は、腹囲周りで測ります。
● 腹囲周り異常者のうち、男性では８５人（約３人に１人）が、女性では６２人（約５人に１人）の計１４７人が、メタボ
　 リックシンドロームに該当しました。

� メタボリックシンドローム該当者は何人？ �答えは１　４　７人です

項目別異常者の割合

� 基本健診の結果を、新潟県、南魚沼市と比較してみると・・・

５０.０％

４０.０％

３０.０％

２０.０％

１０.０％

０％

年代別腹囲周り異常者の割合
（男性８５�以上　女性９０�以上）

３０歳未満 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０歳以上 全年齢

男性 女性

� どのくらい塩分や野菜を摂取しているか検査をしてみました。

Ｈ１６

Ｈ１７

Ｈ１８

Ｈ１６

Ｈ１７

Ｈ１８

階級別尿中塩分量

● 塩分については、年々塩分の取りすぎ傾向者が増えてきています。塩分と血圧の関係は良く知られていますが、内臓
　 脂肪を減らすためにも減塩は重要です。
● 野菜や果物に多く含まれ高血圧予防にも一役担うカリウムは年々摂取量が増えてきています。食卓は主菜（たんぱ
　 く質のおかず）１つに副菜（野菜のおかず）２つにするとカリウムはもっと増えますよ。

目標は１０ｇ以下です。

４０％ ８０％２０％ １００％０％ ６０％ ４０％ ８０％２０％ １００％０％ ６０％

階級別尿中カリウム量 目標は３０００以上です。

１０ｇ以下 １０～１５ｇ １５～２０ｇ ２０ｇ以上 １９９９以下 ２０００～２４９９ ３０００以上２５００～２９９９
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湯
沢
消
防
署
か
ら

湯
沢
消
防
署
か
ら
のの

お
知
ら
せ
（
第

回

お
知
ら
せ
（
第　

回
））

２４２４

山
火
事
に
ご
用
心
！

湯沢消防署
℡７８４－３３７７

一
度
雪
が
消
え
、
そ
の
ま
ま
春

が
来
る
か
と
思
わ
れ
た
３
月
中
旬

で
し
た
が
、　�
あ
ま
り
の
雪
が

７０

降
っ
て
、
一
気
に
野
山
も
真
っ
白

に
な
り
ま
し
た
。
で
も
４
月
に

入
っ
て
、
本
格
的
に
春
ら
し
く
な

り
、
野
山
に
も
新
し
い
芽
吹
き
が

訪
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

里
に
近
い
野
山
で
は
、
こ
の
時

期
下
草
な
ど
が
乾
い
て
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
火
の
不
始
末
で
、

山
火
事
が
発
生
し
て
し
ま
い
ま
す
。

火
の
取
扱
い
に
は
細
心
の
注
意
を

払
っ
て
く
だ
さ
い
。

山火事が起きる山火事が起きるとと
・山には可燃物が多いので、山火事が発生すると、その延焼スピードが早い。
・市街地での火災と違い、消火に必要とする十分な水の確保が困難である。
・火災現場への通行手段が制限されるため、消火活動が遅れる。
・火災の範囲が広大になるため、煙による健康被害が起きることがある。
・森林の持つ保水機能が損なわれるため、洪水が発生しやすくなる。
・一度失われた森林は、その機能を回復するまで何十年の時間を要する。

山火事を防ぐに山火事を防ぐにはは
・枯れ草などのある火災の起こりやすい場所での、火の使
　用は避ける。
・野焼き等で場所を離れるときは、火の始末を確実にする。
・強風時、乾燥時には、たき火や火入れはしない。
・タバコの火は必ず消して、投げ捨てもしない。
・火遊びはしない。 投げ捨てはしない 強風時はたき火をしない

４月から旅券（パスポート）の発給窓口４月から旅券（パスポート）の発給窓口がが
町民課に変わりまし町民課に変わりましたた
ご注意！県民パスポートセンター等では取り扱いできなくなりました。

これまで新潟県において取り扱っていました旅券（パスポート）の
発給事務の権限が、湯沢町に移譲されました。これに伴い、県民パス
ポートセンター等で取り扱っていた旅券発給事務（申請、受取）につ
いては、湯沢町に住民登録がある方は、湯沢町以外ではできなくなり
ましたので、ご注意ください。
なお湯沢町に住民登録がなくても、居所（住民登録地以外）がある

方で、申請できる場合があります。くわしくは町民課窓口にお問い合
わせください。
手近な役場が申請窓口となることで利便性が向上しましたが、こ
れまでより発給までに若干、日数がかかる場合があります。あらかじ
め余裕をもって手続きされるようお願いします。

【問い合わせ】町民課町民生活班　℡７８４－３４５３
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湯湯沢沢保保健健医医療療セセンンタターー 外外来来担担当当医医予予定定表表 （４月２日から）

日
土曜日金曜日木曜日水曜日火曜日月曜日

午後午前午後午前午後午前午後午前午後午前午後午前

休
診
（
救
急
の
患
者
さ
ん
は
担
当
医
師
が
対
応
し
ま
す
。）

休
診
（
救
急
の
患
者
さ
ん
は
担
当
医
師
が
対
応
し
ま
す
。）

片 山片 山片 山神 田神 田休
診
（
救
急
の
患
者
さ
ん
は
担
当
医
師
が
対
応
し
ま
す
。）

宮 崎宮 崎整形外科 ※

神 山外 科

竹内（暢）浅 井井 上浅 井井 上内 科 ①
予約あり

浅 井大 野竹内（暢）大 野佐 藤井 上上 平
（肝臓外来）

井 上竹内（暢）内 科 ②
予約あり

担 当
医 師

内 科 ③
予約なし

担 当
医 師竹内（暢）佐 藤佐 藤井 上浅 井大 野竹内（暢）浅 井大 野内 科 ④

予約なし

竹内（智）竹内（智）久 保眼 科

担 当
医 師

担 当
医 師有 本今 道今 道有 本小 児 科

井 上大 野竹内（暢）大 野上 平井 上
佐 藤竹内（暢）浅 井検 査

（内視鏡等）

休診休診笠 原笠 原笠 原笠 原笠 原笠 原
戸 谷

笠 原
戸 谷笠 原笠 原笠 原笠 原歯 科※

 診療日にご注意ください　  ※ 整形外科 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 木曜日は第一・三のみ、土曜日は第二・四のみの診療
 ・・・・・・・・・・・・ ※ 歯科 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 水曜日は第二・四のみ、土曜日は隔週の診療

 受　付 　 午前：８時３０分～１１時３０分（眼科はすべての曜日で１１時まで）
 午後：１時３０分～１４時３０分（金曜日 小児科は３時４５分まで）

 診　察 　 午前：９時～
 午後：２時～（整形外科の火・金曜日は３時から）
 （整形外科の午後の診療は、手術等で休診になることがあります。）

 その他 　 「予約あり」の診察では予約した方が優先となります。
 都合により担当医が一部変更となる場合があります。
 往診、訪問診療、健康診断も適宜行っています。

【問い合わせ】
湯沢町保健医療センター

℡ ７８０－６５４３ （病院）
 ７８０－６５４４ （歯科）
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平成１９年１０月採用予定

新潟県警察官採用試験のご案新潟県警察官採用試験のご案内内
 受付期受付期間間  ４月１３日（金）まで（郵送・持参）

 第一次試第一次試験験  ５月１３日（日）　新潟市

 受験資受験資格格 
（1）警察官Ａ（大学卒業者）
昭和５２年４月２日以降に生まれた人で、次のいずれかに該当し、平成１９年１０月１日
から勤務可能な人
① 四年制大学を卒業した人または平成１９年９月３０日までに卒業見込みの人
② 新潟県人事委員会が①と同等と認める人

（2）警察官Ｂ（大学卒業者以外）
昭和５４年４月２日から平成元年４月１日までに生まれた人で、平成１９年１０月１日
から勤務可能な人。ただし、次のいずれかに該当する人は除く。
① 第一次試験受検時、高校に在学中の人
② 四年制大学を卒業した人または平成１９年９月３０日までに卒業見込みの人
③ 新潟県人事委員会が②と同等と認める人

【問い合わせ】南魚沼警察署総務課　℡７７０－０１１０



（18）広報ゆざわ　H１９．４．８

※
類
似
文
字
で
表
記
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
広
報
に
掲
載
し
て
ほ
し
く
な
い
場
合
は
、
届
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
逝
去
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

３
月　

日
１８

３
月　

日
１８

３
月　

日
２０

３
月　

日
２１

３
月　

日
２２

３
月　

日
２６

亀
山林森

下
南
雲

山
本林

留
吉

虎
信

重
久

芳
男

ク
ニ
エ

八
重
子

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

★
湯
元
共
同
浴
場　
「
山
の
湯
」　
　

　

４
月　

日
（
水
）
は
、
修
繕
工
事
の
た
め
臨
時
休
業
し
ま
す
。

１１

・
４
月　

日
（
火
）、　

日
（
水
）
は
連
休
と
な
り
ま
す
。

１０

１１

　

・
４
月　

日
（
火
）
は
、
休
ま
ず
営
業
し
ま
す
。

１７

★
土
樽
共
同
浴
場　
「
岩
の
湯
」　
　

　

４
月　

日
（
火
）
は
、
修
繕
工
事
の
た
め
臨
時
休
業
し
ま
す
。

１７

・
４
月　

日
（
火
）、　

日
（
水
）
は
連
休
と
な
り
ま
す
。

１７

１８

　

・
４
月　

日
（
水
）
は
、
休
ま
ず
営
業
し
ま
す
。

１１

町
営
共
同
浴

町
営
共
同
浴
場場

臨
時
休
業
の
お
知
ら

臨
時
休
業
の
お
知
ら
せせ

古
式
銃
砲
お
よ
び
刀
剣
類
は
、

一
般
的
に
は
「
銃
砲
刀
剣
類
所
持

等
取
締
法
」に
よ
り
、そ
の
所
持
が

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
特
に
美

術
品
も
し
く
は
骨
と
う
品
と
し
て

の
価
値
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
品

に
つ
い
て
は
、
登
録
に
よ
り
所
持

で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

登
録
の
た
め
の
審
査
会
に
つ
い

て
、平
成　

年
度
中
は
、次
の
と
お

１９

り
開
催
さ
れ
ま
す
。

【
会
場
と
日
時
】

◎
新
潟
県
庁
行
政
庁
舎
会
議
室

（
新
潟
市
中
央
区
新
光
町
４
‐
１
）

４
月　

日
（
金
）

２０

８
月　

日
（
金
）

１７

　

月　

日
（
金
）

１１

１６

平
成　

年
１
月　

日
（
金
）

２０

１８

◎
長
岡
地
域
振
興
局
会
議
室

（
長
岡
市
四
郎
丸
１
７
３
‐
２
）

６
月　

日
（
金
）

１５

　

月　

日
（
金
）

１０

１９

平
成　

年
２
月　

日
（
金
）

２０

１５

※
時
間
は
い
ず
れ
も

午
前　

時
〜
午
後
２
時　

分

１０

３０

（
正
午
か
ら
午
後
１
時
は
休
憩
）

【
持
参
す
る
も
の
】

①
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
銃
砲

刀
剣
類

②
銃
砲
刀
剣
類
発
見
届

（
所
轄
警
察
署
が
発
行
し
た
も
の
）

③
審
査
手
数
料

（
１
件
に
つ
き
６，
３
０
０
円
を

新
潟
県
収
入
証
紙
で
納
入
）

※
印
鑑
は
不
要
で
す
。

※
登
録
審
査
会
で
は
、
法
令
に
定

め
る
鑑
定
鑑
定
の
基
準
（
美
術

的
価
値
、
伝
統
的
な
製
作
方
法

等
）
に
よ
っ
て
審
査
し
ま
す
。

※
登
録
対
象
と
な
っ
た
も
の
に
つ

い
て
登
録
証
が
交
付
さ
れ
、
所

持
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
銃
砲
刀
剣
類
を
発
見
し
た
ら
】

・
速
や
か
に
最
寄
の
警
察
署
に
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

・
登
録
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

届
出
後
、
登
録
審
査
会
に
お
い

で
く
だ
さ
い
。

・
登
録
審
査
会
に
代
理
の
方
が
来

ら
れ
る
場
合
に
は
、
委
任
状
が

必
要
で
す
。

※
移
動
す
る
際
に
は
、
危
険
の
な

い
よ
う
に
梱
包
し
て
、
盗
難
等

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

新
潟
県
教
育
庁
文
化
行
政
課

℡
０
２
５
・
２
８
０
・
５
６
１
９

平
成　

年
度

１９

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会

※
次
回
の「
広
報
ゆ
ざ
わ
」は

４
月　

日
に
発
行
し
ま
す
。

２２

新潟県議会議員一般選挙について
平成１９年３月３０日の告示日において、立候補の届出をした者が、定数である２名でした。よって本日が投票日であ

る当該の選挙について、湯沢町（南魚沼市南魚沼郡選挙区）では「無投票」となります。
なお届出をしたのは、次の２名です。（届出順）

職業新・現の別党派候補者氏名

新潟県議会議員現自由民主党 斎藤 　 隆景 
さいとう たかかげ

団体職員新無所属 若月 　
わかつき

 仁　 
ひとし
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選挙区名：南魚沼市南魚沼郡

定　　数：2人


